
＊□に言葉を入れましょう。そして、タブレットの使い方について考えてみましょう。  名前（                   ） 

中学１年生の娘との 20の約束（パソコン太郎家） 

１  誕生日おめでとう。大人になってきたあなたへのプレゼントとしてこのタブレットを貴方
あ な た

に貸し出すことにし

ます。 

２ パスワードはパパが管理します、新しくパスワードを作らなくちゃいけない時はパパに言いなさい。 

３ ママやパパから着信があったら必ず出なさい、メッセージがあったら必ず返事をすること。 

４ 夜 21時から朝 6時までの間、タブレットはパパが預かります、３ＤＳ等の時間と合わせて 1時間ね。 

５ 学校には持っていかないこと。学校ではたくさんの人といろいろな話をして学んできなさい。 

６ 壊
こ わ

したら自己
じ こ

負担
ふ た ん

。一度はありうることだから貯金をしておきなさい。 

７ うそや人を傷つけるための道具じゃないから、人が人を傷つけるのを傍観
ぼ う か ん

したりそれに参加したりもダメだよ。 

８ なにかを書き込む時は、書き込む前にその言葉を直接相手に言えるか考えなさい。 

９ タブレットはパパもママも見ます、きちんと LINEをやる友達に最初に伝えなさい、こそこそメッセージや電話をし

て家族や相手の家族に心配をかけてはダメだよ。 

１０ 大人向けの画像やページは見るのは禁止、見られても恥ずかしくないものだけにしなさい。 

１１ 基本的に家からの持ち出しは禁止、人と話している時も使わないこと、もしも使うときは一緒に画面を見ながら

楽しもうね。 

１２ あなたや知り合いの裸
はだか

の写真はやり取りしてはダメ。 

ネットに出回った画像は１００％とり戻すことは出来ないからね。 

１３ 写真や動画もいいけれど、写真で撮るだけじゃなくて、その時を楽しんで頭に残すようにしようね。 

１４ ネットには色々な情報があるけど、興味
き ょ う み

が無
な

いものにも目を向けるといいよ、でもページを見たときに危険性
き け ん せ い

があるものや嫌なものを見たら、すぐにパパに相談しなさい。 

１５ タブレットのゲームばかりでなく、言葉遊びやパズルなど頭を使うゲームも一緒にしようね、トランプとか楽しい

もんね。 

１６ 検索
け ん さ く

の世界だけでなく、鳥がさえずる現実の世界も見なさい。友達や家族との会話も楽しもう

ね。 

１７ なにか LINEなどで問題が起きたり起きそうな時は必ずパパかママに言いなさい、パパとママはいきなり学校

や関わっている友達の所に乗り込んだりはしないから安心してね。一緒にどうしたら良いか考えていこうね、世界

中の全員があなたの敵になってもパパとママはあなたの味方です。 

１８ 自撮
ど

りは悪いことじゃないけど、学校、自宅、塾
じゅ く

の場所が手に取るように分かるような写真は、悪い人に誘拐
ゆ う か い

し

てと頼
た の

んでいるようなものだよ。 

１９ 名前、年齢、性別など個人情報は絶対に書き込んではダメ。プレゼントの応募
お う ぼ

程度
て い ど

でもパパに

相談してね。 

２０ タブレットの扱い
あ つ か い

に失敗したら一度パパに返して、じっくり話し合いしようね。この 20の約束はパパと貴方
あ な た

と一

緒に成長して行くものです。一緒に成長していこうね。 

左と同じ 



＊パソコン太郎家の約束は、以下のようになっています。正解は、これだけしかないわけではありません。 

中学１年生の娘との 20の約束（パソコン太郎家） 

１  誕生日おめでとう。大人になってきたあなたへのプレゼントとしてこのタブレットを貴方に貸し出すことにし

ます。 

２ パスワードはパパが管理します、新しくパスワードを作らなくちゃいけない時はパパに言いなさい。 

３ ママやパパから着信があったら必ず出なさい、メッセージがあったら必ず返事をする事。 

４ 夜 21時から朝 6時までの間、タブレットはパパが預かります、３ＤＳ等の時間と合わせて 1時間ね。 

５ 学校には持っていかないこと。学校ではたくさんの人といろいろな話をして学んできなさい。 

６ 壊したら自己負担。一度はありうることだから貯金をしておきなさい。 

７ うそや人を傷つけるための道具じゃないから、人が人を傷つけるのを傍観したりそれに参加したりもダメだよ。 

８ なにかを書き込む時は、書き込む前にその言葉を直接相手に言えるか考えなさい。 

９ タブレットはパパもママも見ます、きちんと LINEをやる友達に最初に伝えなさい、こそこそメッセージや電話をし

て家族や相手の家族に心配をかけてはダメだよ。 

１０ 大人向けの画像やページは見るのは禁止、見られても恥ずかしくないものだけにしなさい。 

１１ 基本的に家からの持ち出しは禁止、人と話している時も使わないこと、もしも使うときは一緒に画面を見ながら

楽しもうね。 

１２ あなたや知り合いの裸の写真はやり取りしてはダメ。 

ネットに出回った画像は１００％とり戻すことは出来ないからね。 

１３ 写真や動画もいいけれど、写真で撮るだけじゃなくて、その時を楽しんで頭に残すようにしようね。 

１４ ネットには色々な情報があるけど、興味が無いものにも目を向けると良いよ、でもページを見たときに危険性

があるものや嫌なものを見たら、すぐにパパに相談しなさい。 

１５ タブレットのゲームばかりでなく、言葉遊びやパズルなど頭を使うゲームも一緒にしようね、トランプとか楽しい

もんね。 

１６ 検索の世界だけでなく、鳥がさえずる現実の世界も見なさい。友達や家族との会話も楽しもう

ね。 

１７ なにか LINEなどで問題が起きたり起きそうな時は必ずパパかママに言いなさい、パパとママはいきなり学校

や関わっている友達の所に乗り込んだりはしないから安心してね。一緒にどうしたら良いか考えていこうね、世界

中の全員があなたの敵
て き

になってもパパとママはあなたの味方です。 

１８ 自撮りは悪いことじゃないけど、学校、自宅、塾の場所が手に取るように分かるような写真は、悪い人に誘拐し

てと頼んでいるようなものだよ。 

１９ 名前、年齢、性別など個人情報は絶対に書き込んではダメ。プレゼントの応募程度でもパパに

相談してね。 

２０ タブレットの扱いに失敗したら一度パパに返して、じっくり話し合いしようね。この 20の約束はパパと貴方と一

緒に成長して行くものです。一緒に成長していこうね。 



中学１年生の娘との 20の約束（パソコン太郎家） 

の解説とお願い 

こんにちは、栃木で IT業をやっておりますパソコン太郎と申します。 

パソコン太郎家には、中学１年生と小学４年生の娘が居ます。 

この２０の約束は、アメリカの母親が息子に渡した 

Mom Has Son Sign 18-point Agreement for iPhone【スマホ 18の約束】 

を元に、私が中学 1年生の娘の誕生日にタブレットを渡す時に実際に作ったものです。 

あくまでパソコン太郎家のルールであって、どの家庭でも使うことのできる【絶対的な正解やルールでは無い】事

も伝えて頂ければ幸いです。 

これらを叩き台に足し算、引き算をして、各家庭で独自のルールを作って行って貰えれば良いと思っております。 

 

講習の時には一気に穴埋めを行わず、上から項目毎に読み上げ、□（四角）が有る項目は一問一問、穴埋めの時

間を取り（項目につき１分ほど）その後答えてもらう形が良いと思います。 

 

以下に簡単に穴埋めの意図を書いておきます。是非参考にして頂ければと思います。宜しくお願いします。 

１ 電気代や、通信費等、タブレットやスマホを持つためにはコストが掛かるものです。親が管理するということを明

確化するために、【貸し出す】という言葉を使いました。タブレットやスマホはゲーム機とは違い、自由度が高い

分、親の管理が必要だということを伝えて頂きたいです。 

２ 【パスワード】の他に【アカウント】【アプリ】などの解答も予想されます。こちらの解答も良い答えだと思います。

全ての質問はタブレットを使うときの自分や自分たちの生活を考えさせるのが目的です。全く同じものを答えさせ

るのが目的ではありません。【パスワード】と正解を出した子供がすごく喜ぶと思いますが、他の子供達のフォロ

ーも宜しくお願いします。 

６ タブレットは、精密機械なので壊れるということを認識させる為の質問です。同時に、当たり前のことですが、大

切に扱うという気持ちをもってほしいという願いも込めています。中学生や高校生などで IT リテラシーが高い子

たちの場合は、これらのことからデータのバックアップの話まで出来るかもしれません。 

１２ まずは 【裸の写真を取らないこと】と伝えると良いかもしれません。LINEで同じ年齢の女性だと偽って裸の写

真を送ってきた男性に『自分も送らないと』と勢いで撮ってしまう場合もあるようです。児童に LINE上では、いくら

でも【性別年齢を偽ることが出来る】事を伝えて下さい。 

１６ 保護者の方と一緒に行う場合は是非保護者の方に答えて貰いたい質問です。保護者が自分のお子さんに対

して、どのような思いで子育てをしているか再認識していただけると思うからです。児童だけで行う場合は、是非

先生の意見をおり交ぜて、先生の価値観をお話して頂けると良いと思います。 

１７ 子供がインターネット上の問題と直面したとき、親に話せない理由は「親に伝えた後の不安」から来ている場合

もあります。「親はいつでも子供の味方」「何を話しても大丈夫」だということを強く伝えて頂きたいと思います。 

１９ ここまで来ると大体の子供たちは自分たちの答えを持っていると思います。「みんなこれは分かるよね-」と、時

間が少ない場合は答えを言ってもいいと思います。当たり前のことも再認識させ、これからの生活に生かさせた

いものです。 

 

ご活用いただくことで、一人でも多くの児童の IT ライフが「安全に」「楽しく」なればと思っております。 

２０１５年１２月 

パソコン太郎 


